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令和４年度 群馬支部の収支決算（暫定版）



支部別収支 全国との比較（暫定版）

令和4年度の群馬支部の収支（全国平均分＋地域差分）は、64億円。
そのうち、地域差分2億6,600万円が令和6年度の保険料率の算定において
精算される。

群馬支部は地域差分がマイナスのため、絶対値の額を支出に加算する。（保険
料率が上がる）

※上記の保険料率換算は令和4年度の総報酬額の実績で除して算出したもの
であり、令和6年度の保険料率算定時には、令和6年度の総報酬額の見込値で
除して算定するため、値が異なる場合があります。

1.収入

2.支出

3.収支差

保険料収入 その他収入

計

一般分
債権回収
以外

債権回収

R4 群馬 150,821 150,800 244 88 156 151,065

R4 全国計 10,042,109 10,040,733 17,876 5,707 12,168 10,059,985

医療給付費（国庫補助を除く）（調整後）

現金給付費等
（国庫補助等
を除く）

前期高齢者
納付金等

（国庫補助を除
く）

業務経費
（国庫補助を除

く）

一般管理費
（国庫負担を除

く）
その他支出

令和2年度の
収支差の精算

令和2年度の
インセンティブ 計医療給付費

（国庫補助を除く）
年齢調整額 所得調整額

R4 群馬 80,885 82,458 ▲335 ▲1,238 8,037 52,153 2,285 1,190 589 ▲580 105 144,665

R4 全国計 5,464,385 5,464,385 - - 520,795 3,379,490 148,051 77,123 38,198 - - 9,628,043

収支差計

全国平均分 地域差分

R4 群馬 6,400 6,666 ▲266

R4 全国計 431,942 431,942 -
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2022（令和4）年度の保険料率算定時と決算時の見込みを比較

見込み（R4料率算定時） 実績 見込みと実績の差額

収入

保険料収入 149,231 150,821 1,590

その他収入 407 244 ▲163

計 149,638 151,065 1,427

支出

医療給付費（国庫補助を除く）（調整後） 77,354 80,885 3,531

医療給付費（国庫補助を除く） 79,022 82,458 3,436

年齢調整額 ▲377 ▲335 42

所得調整額 ▲1,291 ▲1,238 53

現金給付費等（国庫補助等を除く） 7,033 8,037 1,004

前期高齢者納付金等（国庫補助を除く） 52,794 52,153 ▲641

業務経費（国庫補助を除く） 2,860 2,285 ▲575

一般管理費（国庫負担を除く） 1,296 1,190 ▲106

その他支出 1,697 589 ▲1,108

準備金積立て 7,080 0 ▲7,080

令和2年度の収支差の精算 ▲580 ▲580 0

令和2年度のインセンティブ 105 105 0

計 149,638 144,665 ▲4,973

収支差
内訳

全国平均分 0 6,666 6,666

地域差分 0 ▲266 ▲266

単年度収支差（全国平均分+地域差分） 0 6,400 6,400

2022（令和4）年度 群馬支部の収支

（単位：百万円）

※端数処理の関係で計算が整合しない場合がある。 2



支部別収支差について

都道府県保険料率は、2年前の医療費（実績）や総報酬額をもとに収支を見込んで算出している。
医療費等の料率算定時の見込みとの乖離（収支差）が、2年後の都道府県単位保険料率の算定の際に清算
される。

令和4年度 保険料算定時の見込み

・令和4年度の都道府県単位保険料率を算定す
る際に使用
・令和2年度の都道府県別の医療費（実績）や総
報酬額をもとに収支を見込んだもの

令和4年度 実績

・令和4年度の都道府県別の医療費（実績）や総
報酬額の実績を用いて算出

見込みと実績の乖離＝収支差 →2年後の令和6年度保険料率で清算

収支差 内容

全国平均分 全国計の剰余金を総報酬案分し、各支部に振り分けたもの

地域差分
令和4年度の実績が保険料率算定時の見込みから乖離した影響等
→令和6年度の都道府県単位保険料率の算定の際に清算される
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群馬支部収支差（地域差分）の保険料率換算について（参考値）

令和4年度の総報酬額の実績に基づき、収支差（地域差分）を保険料率に換算
したものは以下のとおり（参考値）

支部別収支差
（地域差分）

【a】

総報酬額
（令和4年度実績）

【b】

保険料率換算
【a】/【b】*100

▲266百万円 1,549,843百万円 ▲0.02％

注：令和6年度都道府県単位保険料率算定の際の精算に係る保険料率は、令和4年度の支部の収支差（地域差分）を令和6年度の総報酬
額の見込額で除したものになるため、表中の保険料率換算（収支差（地域差分）を令和4年度の総報酬額の実績で除したもの）とは異なる。

収支差（地域差分） 料率算定時の見込みとの乖離 令和6年度の清算

マイナス 見込みと比べて医療費が多く使われた
マイナスをとったものを支出に
加算（料率が上がる方向）

ゼロ 見込みどおり 清算なし

プラス 見込みより医療費が使われなかった 収入に加算（料率が下がる方向）
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